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管理本部
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事業内容

中津工場 大分県中津市上如水1342番地 83 人工大理石製品・樹脂成形品の製造

56
レジンコンクリート製品の製造FRP成形品の製造
重量物段ボールケースの製造・販売

北九州市小倉南区湯川4丁目1番1号

管理部　池田 貴文

環境管理責任者

事業署名

代表者名

太陽インダストリー株式会社　管理本部

常務取締役 管理本部長 佐藤　嘉一

1-2. 対象範囲

中津新田工場 大分県中津市大新田425-2

所在地

環境事務局

衛生陶器製品の梱包出荷業務の請負

管理部・部長　江頭 潤

446

<全組織の概要>

資本金

従業員数

事業所名 所在地

1. 事業活動の概要
1-1. 会社概要

人員 事業活動内容

太陽インダストリー株式会社（TAIYO INDUSTRY LTD.）

・段ボールケースの製造・販売、包装資材の販売
・人工大理石製品・強化プラスチック(FRP)製品
・レジンコンクリート製品の製造及び梱包出荷業務の請負

ホームページ http://www.taiyo-industry.co.jp/

代表取締役社長 水口 真

1965年7月1日

3億円

446名（2020年3月31日現在）

社　名

代表者名

設　立

9名（2020年3月31日現在）

大分県中津市大字是則700
TOTOサニテクノ中津工場内 128

人 9

衛生陶器製品の製造・検査、及び梱包出荷業務の請負

大分事業所 大分県臼杵市大字武山1894番地の1 16 段ボールケース・包装資材の製造

小倉事業所
北九州市小倉北区中島2-1-1
TOTO小倉工場内 42 衛生陶器製品の製造業務の請負

舞ヶ丘事業所
北九州市小倉南区舞ヶ丘1-1-1
TOTO物流センター内 54

段ボールケース・包装資材の製造・販売

本社 北九州市小倉南区湯川4丁目1-1 9 組織全体の総務・経理・人事等の管理業務

人員数

中津事業所

戸畑工場 北九州市戸畑区川代2丁目3-7 58

1-3. 事業の規模

項目

9

2018年3月末 2019年3月末 2020年3月末

8

452.95床面積 ㎡

事業活動の内容

人員数

TEL: 093-921-0023　　 FAX: 093-941-6866連絡先

452.95 452.95

452.95㎡延べ床面積

製造業としての全組織の生産活動に伴う、総務・人事・経理等の管理業務

単位

★
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2017年 中津新田工場の太陽光発電パネルを増設。

1993年

1959年 段ボール製造部門を新設。

1981年 小倉工場に段ボール製造工場を増築。

中津新田工場第二工場として、レジンコンクリート製造工場を建設。

1997年 中津新田工場が社団法人日本下水道協会より、下水道用資器材製造工場の認定を受ける。

化成品事業部中津工場（シリコンインゴット切断用ベース台の製造）が「ＩＳＯ９００１」認証を取得。

化成品事業部中津工場の「ＩＳＯ９００１」認証を中津新田工場に拡張。

コンクリート構造物の調査・診断業務を開始。

2013年 段ボール事業部　戸畑工場が「ＩＳＯ９００１」を認証を取得。

2011年 管理本部が「エコアクション２１」認証を取得。

2014年 中津新田工場において、太陽光発電事業を開始。

2007年 中津工場及び中津新田工場が、「エコアクション２１」認証を取得

2016年 段ボール事業部の「ISO9001」認証を中津新田工場に拡張。

1991年 中津新田工場第一工場として、重量物梱包用段ボール製凾工場を建設

陶器用特殊包装材料を考案し、太陽紙器工業所発足。

1-4. 会社沿革

1972年 中津工場内に段ボール工場を建設。中津工場内に人工大理石製造工場を建設。

1967年 東陶機器株式会社小倉第一工場内において、包装関係業務の請負開始。

1968年 東陶機器株式会社中津工場内において、包装関係業務の請負開始。当社中津工場を建設。

1958年

戸畑運輸製凾株式会社より、段ボール部門の営業を譲り受け、戸畑工場を開設。

2004年 段ボール事業部戸畑工場が、「エコアクション２１」認証を取得。

1962年 小倉段ボール製造工場を建設。

1967年 事業の拡大に伴い、太陽紙器有限会社へと法人設立。

1987年 中津工場内に人工大理石製造第二工場を建設。

1990年 太陽インダストリー株式会社へと組織及び社名変更。

1986年

2000年

中津工場内に樹脂製造（ＦＲＰ）工場を建設。
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青色で囲っている箇所が管理本部です。
事業部は段ボールをはじめとする包装資材を製造販売する段ボール事業部、TOTO構内で請負業務を行う
構内事業部、FRP製品・人工大理石・下水道用資材となるレジンコンクリート製品等の製造販売、コンク
リート建造物等の診断業務を行う化成品事業部の３つがあります。
管理本部は総務・人事・経理等を総括管理する部署のため、製品の製造販売等は行っておらず、基本的
に事務所内で使う電気、ガス、水道及び社用車のガソリンがEA21の活動対象となります。

1-5. 組織図

EA21認証・登録番号0000010

段ボール事業部・戸畑工場

EA21認証・登録番号0002058

中津工場・中津新田工場

TOTO㈱CSR活動の一環として

ISO14001によるマネジメント

対象範囲

EA21認証・登録番号0006932

本社 管理本部

管理本部 管理部 経 理 係

人 事 係

情報処理係

段ボール事業部

営業部

包装技術課

営業一課

営業ニ課

品質管理課

中津事業所 検査課

製造課

物流課

ＴＯＴＯ構内事業部

物流課舞ヶ丘事業所

小倉事業所

製造課

業務課

戸畑製造課

新田製造課

大分事業所

新田製造部

開発技術部

調査診断課

品質管理課

技術課

化成品事業部 中津製造部
製造一課

製造二課

新田製造部
製造一課

製造二課

営業一課

営業二課

戸畑製造部

管理課
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1. 私たちは、技術革新と徹底した品質管理で、お客様のニーズを満足させる生産活動に邁進します。
2. 私たちは、人権を尊重し、安全で働きやすい環境を確保し、ゆとりと豊かさを実現します。
3. 私たちは、環境保全活動を推進し、地球資源を有効に活用します。
4. 私たちは、企業市民として、法令を遵守し、地域や社会に貢献します。
5. 経営トップは、自らの役割として企業倫理の徹底を図ります。
健全な事業活動を通じて、企業価値の向上を追求することが、企業としての社会に対する基本をなすものです。この
「太陽インダストリー株式会社企業行動憲章」は、ステークホルダーの皆様の満足を実現するために、太陽インダスト
リー株式会社で働くすべての人々の活動の基本スタンスとするものです。

代表取締役社長　水口 真

管理本部長　佐藤　嘉一

「ひとの心の豊かさと高品質製品を目指して、企業の繁栄をはかり社会に貢献する」

行動指針
環境負荷の低減を継続的に推進するため、以下の事項について重点的に取り組みます。
1. 二酸化炭素排出量の削減。
使用エネルギー（電気・ガス・ガソリン）の削減に取り組みます。
2. 廃棄物排出量の削減。
分別を徹底して、リサイクルを推進します。
裏紙の利用、書類の電子化などにより、紙使用量の削減に取り組みます。
3. 水使用量の削減。
節水に努め、水使用量の削減に取り組みます。
4. グリーン購入の推進。
環境負荷の少ない製品、サービスの採用を推進します。
5. 管理本部として会社全体の環境活動内容を掌握し、情報共有と事業所間の連携を図ります。
6. 事業活動に関連する環境関連法規等を遵守します。
7. 地域・自治体などと連携して、地域の環境保全に努めます。
8. この環境方針は、社員全員に周知するとともに、広く一般に公表します。

2-3.環境方針

基本理念
太陽インダストリー株式会社 管理本部は、「企業行動憲章」に基づき、メーカーの管理部門としての責任を自覚し、地
球環境改善を重要な課題と位置づけ、環境負荷の継続的な低減に積極的に取り組みます。

2017年10月1日

2.企業理念・環境方針

2-1.経営理念

2-2.企業行動憲章
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・全体の統括。
・環境方針の策定。
・環境目標・環境活動計画の承認。
・環境への取り組みを実施するための資源の準備。
・全体の評価と見直し。

・全体の把握。
・環境目標・環境活動計画の策定。
・環境経営システムを構築・運用し、その状況を総括
・総括環境管理責任者に報告する。

江頭　潤本社管理部
部長

環境管理責任者

EA21推進事務局 ・文書及び記録類の作成・維持・管理。
・エネルギー使用量の管理。
・水使用量の管理。
・廃棄物排出量の管理。

池田 貴文

菅原　直子
谷口　千鶴
藤元　香理

・6ヶ月に1回開催し、環境目標の達成状況及び活動計画
の実行状況を審議する。

管理課　課長
情報処理係　主任

環境委員会

2-4.実施体制図

部署・役職 氏　名 役割・責任・権限・使命

役割分担表

EA21実施体制図です。役割分担は下記の通りです。当事業所では環境会議は半年毎に実施しています。年2
回と回数は他事業部等に比べて少ないのですが、生産活動や販売活動を行っておらず、特に問題はありま
せん。

常務取締役
管理本部長

代表者
総括環境管理責任者

佐藤　嘉一

環境管理責任者
管理部 部長 江頭 潤

環境委員会

EA21推進事務局

池田 貴文

情報処理係人事係 経理係

代表者（総括環境管理責任者）

常務取締役 管理本部長 佐藤 嘉一
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⑥ 事務用品のグリーン購入 42%

判　定

○

○

2回/週以上 2回/週以上

782

49% 50%

○

目標値との差

○

▲197

○

▲ 7% ×

120.4 ▲6.2

- ○

③ 廃棄物排出量の削減 kg 966 ▲59 ○

-④

-1.5%

１回/月会社全体の活動把握

▲2,650

会社周辺の清掃 回 2回/週

○

kg-CO2 11,957

①

％

kWh1-1

二酸化炭素排出量の削減

電力使用量の削減 20,348 ▲4,551

都市ガス使用量の削減 ㎥ ▲3.71-2 21.4

1-3 ガソリン使用量の削減 L

※購入電力のニ酸化炭素排出係数は、九州電力の係数(2017年度):0.496kg-CO2/kwh,を使用
※都市ガスの排出係数は西部ガスの係数(2018年度):2.29kg-CO2/㎥を用いた。
※グリーン購入は、事務所備品を購入するにあたって全体の購入割合の中からエコ製品を購入した割合の事。

⑤

回

② 水使用量の削減 ㎥

③

会社周辺の清掃 回 2回/週以上

単　位 実績値

⑤

47%

2回/週

⑥ グリーン購入 48%

3-2.今期の実績と判定

項　目

1回/月 1回/月

廃棄物排出量 kg 1,030

回

1,015

-0.5%

24.9

-1.5%

㎥ 127.1

1,025 1,020

969

-0.5% -1.0% -1.5%

14,681 14,607

-1.0%

-0.5% -1.0%

-0.5㎥ -1.0㎥ -1.5㎥

125.6126.6 126.1
② 水使用量

％

④ 会社全体の活動把握 1回/月 1回/月

25,024

2 都市ガス使用量 ㎥ 25.2
25.1

14,534

-1.5%

24.8

-0.5%

①

電力使用量

目標

3-1. 今迄の環境目標

項　　目 単　位
2018年度実績値

2019年度 2020年度
目標

2021年度
目標

基準値

二酸化炭素排出量 kg-CO2 14,755

1

3.今までの環境目標と今期実績及び評価
2018年度は2017年度の実績を元に各項目ごとに削減目標を決め、取り組みました。

979 974
3 ガソリン使用量 L

-1.0%
kWh

24,899 24,774

984

-0.5% -1.0% -1.5%

24,649
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2 不要な照明の消灯を徹底

2.水使用量を　0.5㎥　削減

活動内容

電力使用量を
0.5％　削減

手段

メーター確認による使用量の把握

手段

1

3

エアコン使用時の室内温度を冷房時28℃、暖房時20℃に徹底

3
ガソリン使用量を
0.5％　削減

1

燃費管理

都市ガス使用量を
0.5%　削減2

1

1
コピー用紙量の使用量削減

手段

事務用品のグリーン購入

1

1

③

1

6.事務用品のグリーン購入　48％　以上

活動内容

エコドライブの励行

2 その他のリサイクル

②

会社周辺の清掃

1.二酸化炭素排出量を　0.5％　削減

④

1 会社全体の活動把握

⑤

グリーン購入の推進 1

手段

⑥

活動内容

活動内容

活動内容手段

4.会社全体の活動把握

1

手段

2

サーバーを入替え、旧サーバーを撤去

1

給湯器等の効率使用

①

2

1 会社周辺の清掃

　2019年度の環境活動計画は、環境方針・環境目標に沿って、次の通り環境活動計画を策定しました。

4-1.活動計画

二酸化炭素う排出量の削減
　目標を達成しました。
 電力使用量
　目標を達成しました。
　サーバー更改後に旧サーバーを撤去、また、一部クラウド化したことにより消費電力が減少しました。
 ガス使用量
　目標を達成しました。
　夏場は殆どガスを使用せず、冬場も節約を継続できました。
 ガソリン使用量
　目標を達成しました。
　社用車を使用した外出要件をできるだけ集約し、エコドライブを心掛けました。
水使用量
　目標を達成しました。
　節水を心掛けて使用量を管理できました。
廃棄物排出量
　目標を達成しました。
　計画的に処分を行い、良く管理できたと思います。

4.環境活動計画

3-3.今期の評価

1 節水の徹底
1 節水活動

環境会議議事録の取りまとめ、及び、配信

活動内容

紙のリサイクル

5.会社周辺の清掃

2 メーター確認による使用量の把握

3.廃棄物排出量を　0.5％　削減
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裏紙回収用ボックスを設置し、社内で使用する書類には裏
紙を使用するように努めています。

環境に優しい低燃費車を社用車とし、ガソリン使用量を減らす取
り組みを行っています。

以前は各明細書の数値を基にデータ集計を行ってきましたが、
2014年度以降はより詳細なデータを得るため、各メーターを計測
して集計を行うようにしました。

　今期の取組内容は下記の通りです。

水道を使用する場所には、上記の表示を設けて節水に対す
る意識の向上を促しています。

各所に置いてあるゴミ箱には上記のような表示を設けておりま
す。分別収集は直接ゴミ削減にはなりませんが、環境に対する
意識向上になります。

4-2.取組内容

エアコン使用時の室内温度を冷房時28℃、暖房時20℃の表
示を各所のエアコンパネルの前にこのようにしています。

省電力のサーバーに入れ替え、一部クラウド化しました。
消費電力が小さくなり、節電効果がありました。

洋風便器のみですが、節水型のトイレへ改修しています。
過去には水漏れもありましたが解消されました。
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年度 廃棄物排出量
単位：kg

1,06015,506

5-1.過去の実績と概要

　下記に過去の活動実績を記載します。

5.過去の実績との比較

966

14,755 127.1 1,030

20,348 21.411,957

25,024

2017

25.2 9842018

170.5

二酸化炭素排出量
単位：kg-CO2

電力使用量
単位：kWh

ガス使用量
単位：㎥

ガソリン使用量
単位：L

水使用量
単位：㎥

2019

電力 ガス

782 120.4

5-3.都市ガス使用量削減について

　都市ガス使用量は、対前年比で3.8㎥削減できました。　二酸化炭素排出量に占める割合は１％未満と少ないの
ですが、今後も省エネ活動を心がけていきます。

年度

2017

2018

73 2,522

12,412 58 2,285

10,093 49

　電気使用量は、対前年日で4,676kWh削減できました。　サーバー更改などにより節電効果がありました。　今後
も節電に努めていきます。

計
単位:kg-CO2

15,506

14,755

11,957

　左の表は上記の各使用量を係数
で換算し二酸化炭素排出量に直し
た数値です。
　当事務所においては電気使用量
による二酸化炭素排出割合が最も
高くなっています。

　上記の表は二酸化炭素排出量の内訳です。当事業所は圧倒的に電気使用量による二酸化炭素排出量が多く、
およそ全体の86％程を占めています。ガソリンは13％程度、都市ガスは１%未満です。

二酸化炭素排出量　年度別　内訳

1,816

21,598 32.0 1,087

ガソリン

12,916

5-2.電気使用量削減について

※購入電力のニ酸化炭素排出係数は、九州電力の係数(平成26年度):0.598kg-CO2/kwh,を使用。
※都市ガスの排出係数は西部ガスの係数(平成２４年度):2.29kg-CO2/㎥を使用。

2019

0

10,000

20,000

目標 実績 目標 実績 目標 実績

2017 2018 2019

ガソリン

ガス

電力

kg-CO2

0
10,000
20,000
30,000

目標 実績 目標 実績 目標 実績

2017 2018 2019kWh

0.0

20.0

40.0

目標 実績 目標 実績 目標 実績

2017 2018 2019㎥

11/14



5-6.廃棄物排出量削減について

5-4.ガソリン使用量削減について

　ガソリン使用量は、対前年で202L削減できました。　今後もエコドライブ等の活動を継続するとともに、外出要件
をできるだけまとめて行うようにしていきます。

5-5.水使用量削減について

5-7-2. 総排水量

会社全体の総排出量の推移です。それぞれの工場の生産品目や生産量によって総量は変動するため単純比較
はできませんが、2017年度は全ての指標で削減ができています。また、全拠点の中では中津工場の環境負荷が
高いことが判ります。

5-7.会社全体の環境負荷について

5-7-1. 二酸化炭素排出量

5-7-3. 廃棄物排出量

　対前年で64kg削減できました。リサイクルできる古紙の排出量は減っていますが、一般ごみが増えています。
ごみを社外から持ち込まないよう努めていきます。

　水使用量については、対前年で6.7㎥削減できました。
今後も節水に努めていきます。

0
500

1,000
1,500

目標 実績 目標 実績 目標 実績

2017 2018 2019L

0.0

100.0

200.0

目標 実績 目標 実績 目標 実績

2017 2018 2019㎥

0

1,000

2,000

目標 実績 目標 実績 目標 実績

2017 2018 2019kg

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2017 2018 2019

管理部

新田工場

中津工場

戸畑工場

kg-CO2

0

200,000

400,000

2017 2018 2019

管理部

新田工場

中津工場

戸畑工場

0

2,000

4,000

6,000

2017 2018 2019

管理部

新田工場

中津工場

戸畑工場

kg

㎥
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※購入電力のニ酸化炭素排出係数は、九州電力の係数(2017年度):0.496kg-CO2/kwh,を使用
※都市ガスの排出係数は西部ガスの係数(2018年度):2.29kg-CO2/㎥を用いた。
※グリーン購入は、事務所備品を購入するにあたって全体の購入割合の中からエコ製品を購入した割合の事。

目標 目標

24,899

2021年度

24.8

24,774 24,649

2 都市ガス使用量 ㎥ 25.2
25.1 24.9

-0.5% -1.0%

2018実績換算値 目標

1,025 1,020 1,015

-0.5% -1.0% -1.5%

6-2.次年度の取組内容

①

1 電力使用量 kWh 25,024

② 水使用量 ㎥ 127.1
126.6 126.1 125.6

984
979 974 969

14,681 14,607 14,534

-0.5㎥

-1.5%

基準値

-0.5% -1.0% -1.5%

-1.0㎥ -1.5㎥

-0.5% -1.0% -1.5%

3 ガソリン使用量 L

2019年度 2020年度

-0.5% -1.0% -1.5%

46% 45% 44%

④ 会社全体の活動把握 回 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月

⑤ 会社周辺の清掃 回 2回/週 2回/週以上 2回/週以上 2回/週以上

⑥ グリーン購入 ％ 47%

二酸化炭素排出量 kg-CO2 14,755

③ 廃棄物排出量 kg 1,030

従来の活動は定着しており、今後も継続して活動していきます。
最も影響が大きい電力使用量については、使用量の大きなエアコンを中心に節電に努めていきます。
残業時間の削減や業務の多能化による生産性向上を図って働き方改革を推進し、環境負荷の低減に努めて
まいります。

6.これからの環境目標と次年度への取組み
6-1.今後の環境目標

項　　目 単　位
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有効に機能している。

評価及び見直し実施日 2020年5月20日

業務用エアコン
・簡易点検　４回／年（３ヵ月毎）7.5ｋｗを
超えるエアコンは無いので簡易点検のみ。 ○

事務所建物倉
庫

変更する必要なし。

変更する必要なし。

見直し
（変更の
必要性・
指示）

環境方針
変更の必要性

環境活動計画
変更の必要性

環境経営システム等
変更の必要性

評　価

環境経営システムが有効
に機能しているか

環境への取組は適切に実
施されているか

適切に実施されているが、目標未達となっているグリーン購入については、
事務用品等は購入品リストを適宜見直し、環境負荷が低い物をできるだけ選定で
きるよう、管理してください。

環境目標
変更の必要性

変更する必要なし。

7.環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　評価の結果並びに違反訴訟等の有無

変更する必要なし。

○

法規、条
例、規制

適応対象、
施設、設
備、作業等

適応状況

廃棄物の処理
及び清掃に関
する法律

事業系一般廃
棄物

処理の委託先者選択基準法
６条の２の６項
処理の委託基準
法６条の２の７項

収集・運搬･処分は許可の受けた一般廃棄物収
集･運搬業者。
並びに一般廃棄物処分業者に委託すること。
市町村以外の他人に委託しないこと。

○

消防法

適応条件 適用内容、規制基準など

設備基準と点検
法第１７条の３の３
規則３１条の４

設備基準（消火器・自動火災報知設備・屋外消
火栓設備）
総合点検：　１回／年

8.代表者による全体評価と見直しの結果

フロン排出抑
制法

業務用空調機
報告事項の記録等
法第４条
法第１６条　法第２０条

当事業所に適用される環境に関する法規についての遵守状況の評価の結果、逸脱した点はありません。
また、過去1年間、違反・訴訟もありません。環境に関する法規に関しては、下記のとおりです。
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